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※デジタル版
ばん

では左の図からリンク先に
ジャンプすることができます。

※デジタル版
ばん

では各
かく

ゾーンのくわしい地
図や「眺

ちょう

望
ぼう

マーク」から景
け

色
しき

の写真を見
ることができます。

君津市景
けい

観
かん

計
けい

画
かく

（平成30年12月発行）より

君津
ゾーン

小糸川下流域
ゾーン

小櫃・上総
ゾーン

小櫃川中上流域
ゾーン

小糸・清和
ゾーン

小糸川中上流域
ゾーン

第１１章

きみつが歩んだ歴史

印刷版副読本の本ページには、詩「せんねん　まんねん」まど・みちお/作を掲
けい
載
さい
しています。

著
ちょ
作
さく
権
けん
の都合上、デジタル版副読本では掲

けい
載
さい
を見合わせています。

序
　
章

き
み
つ
か
ら
世
界
へ
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化石となって発見されたクジラが生きていたのはおよそ70
万年前で、市

いち
宿
じゅく

層
そう

という地
ち

層
そう

です。房
ぼう

総
そう

半島は、かつて深い
海の中にあり、長い年月をかけて砂

すな
が堆

たい
積
せき

（積
つ

もること）し
ました。そして、海

かい
底
てい

にあった地
ち

層
そう

はその後、隆
りゅう

起
き

（盛
も

り上
がること）して山になっています。この山が、川によってけ
ずられたり、砂

すな
を取るためにけずられたりして、眠

ねむ
っていた

化石が出てきたのです。
また、市

いち
宿
じゅく

層
そう

が積
つ

もった時代は
チバニアン期（77万4千年前～12
万9千年前）にあたります。この
時代のはじまりを示

しめ
す地

ち
層
そう

が千葉
県で最

もっと
もよく観

かん
察
さつ

されることが世
界的に認

みと
められ、「チバ」の名がつ

けられています。

ハイキングで人気の高
たか

宕
ご

山
やま

山
さん

頂
ちょう

（怒
ぬ

田
た

沢
ざわ

）、三
みつ

石
いし

山
やま

山
さん

頂
ちょう

（草
くさ

川
がわ

原
ら

）、寂
じゃっ

光
こう

不
ふ

動
どう

（旅
たび

名
な

）には、およそ200万年前にできた黒
くろ

滝
たき

層
そう

というかたい地
ち

層
そう

があり、こ
こから貝やウニの化石が見つかっています。つまり、海

かい
底
てい

にたまった地
ち

層
そう

が、200～300ｍほど隆
りゅう

起
き

したと考えられます。また、それぞれの場所で、変
か

わった形の奇
き

岩
がん

が見られるのは、とてもかた
い黒

くろ
滝
たき

層
そう

がけずられず、残
のこ

っているためです。高さこそちがいますが、標
ひょう

高
こう

8000mを超
こ

えるヒマラ
ヤ山

さん
脈
みゃく

の高所から海の生き物の化石が発見されるのも、同じく隆
りゅう

起
き

によってできた山だからです。

君津の大地の成り立ち

（推
すい

定
てい

体
たい

長
ちょう

約
やく

13m）

※A〜Cの写真は千葉県立中央博物館提
てい

供
きょう

�▲ �➡は市
いち

宿
じゅく

層
そう

を堆
たい

積
せき

した流れ
（君津市自然編より加工して使用）

太
たい

古
こ

の昔
むかし

、君津をはじめ、房
ぼう

総
そう

半
はん

島
とう

（千葉県）の大地の多
くは海

かい
底
てい

にありました。その証
しょう

拠
こ

に、平成15（2003）年、
君津市内の市

いち
宿
じゅく

層
そう

からなんとクジラの化石がまとまって発
はっ

掘
くつ

され、大きなニュースになりました。この地
ち

層
そう

からは、クジ
ラの骨

ほね
だけでなく、サメの歯

は
やトウキョウホタテなど海の生

き物の化石がたくさん出てきました。
現
げん

在
ざい

、クジラの化石の実物は千葉県立中
ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

に展
てん

示
じ

さ
れています。

左の地
ち

質
しつ

図
ず

と右の地
ち

層
そう

の重
かさ

なり表から、自分が住んでいる地
ち

域
いき

の地
ち

層
そう

を探
さが

してみましょう。

なんでクジラの化石が君津の山にあるの？

君津の地
ち

層
そ う

の重
か さ

なり方

君津の山
さ ん

頂
ちょう

からもさらに古い貝やウニの化石が

太
た い

古
こ

の君津の地
ち

層
そ う

で大発見

▲ �高
たか

宕
ご

観
かん

音
のん

（清
せい

和
わ

地区） ▲ �三
みつ

石
いし

山
やま

観
かん

音
のん

寺
じ

（亀
かめ

山
やま

地区） ▲ �寂
じゃっ

光
こう

不
ふ

動
どう

（清
せい

和
わ

地区）

🅐ザトウクジラ類
る い

複
ふく

数
すう

のろっ骨
こつ

がまとまって発見され、千葉県立中
ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

が発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

を行ったところ、頭
とう

骨
こつ

や下あごの骨
ほね

、頸
けい

椎
つい

、胸
きょう

椎
つい

など、一頭の
ザトウクジラ類

るい

の骨
ほね

であることがわかりました。

🅑オニフジツボ
クジラの体の表面につくので、この
化石がたくさん見つかったことで、ク
ジラがたくさんいたことがわかりました。

🅒ヒラツメガニ
はさみの化石。ザトウクジラ類

るい

の骨
ほね

の周
まわ

りから数多く発見されました。海
かい

底
てい

に横たわったクジラの死
し

がいが、他
の生物のえさやすみかとして利用され
ていたことがわかります。

地
ち

球
きゅう

の歴
れき

史
し

46億
おく

年を
１年にたとえると、
チバニアン期は

12月31日の22時32分から
23時45分までに
なるんだって！

▲房総半島中央部の地質図 三梨･山内（1988）原図（「千葉県の自然誌 本編
２ 千葉県の大地」より転載 千葉県文書館所蔵（6-県-26）

ぼう し ぜん し ほんぺんそうはんとうちゅうおう ぶ

1 SG

9 AK KU

17 N

2 KS

10 IS

18 KR

3 SU

11 U

19 TK KT

4 SN

12 HG

20 AN

5 NH MD

13 U

21 HU

6 CH

14 TM KD

22 KY

15 TO

7 KA

23 IN

8 IJ

16 OH

24 AM

梅 ヶ 瀬 層
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260万年前

新 

第 

三 

紀

第
　四
　紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

三
　浦
　層
　群

上
　総
　層
　群

下
　総
　層
　群

カ
ラ
ブ
リ
ア
ン
期

チ
バ
ニ
ア
ン
期

ジ
ェ
ラ
シ
ア
ン
期

600万年前

1400万年前

▲君津および周辺地域の地層　中嶋･渡辺（2004）､三梨（1990）をもとに作成

東京湾側
とうきょうわん がわ ない りく がわ

内陸側

横　田　層

長　南　層

市　宿　層 柿ノ木台層

国　本　層粟　倉　層

東 日 笠 層

P33「高
たか

宕
ご

山
やま

の奇
き

岩
がん

」
リンク

伊
豆
半
島

房
総
半
島

注意！

勝
かっ

手
て

に地
ち

層
そう

をけずっ
て岩石・化石をとるこ
とは絶

ぜっ

対
たい

にダメ！　と
っていいのは写

しゃ

真
しん

だけ。

１：下
しも
総
うさ
層
そう
群
ぐん
、２：笠

かさ
森
もり
層
そう
、３：周

す
南
なみ
層
そう
、４：佐

さ
貫
ぬき
層
そう
、５：万

まん
田
だ
野
の
層
そう
（MD）

および長
なが
浜
はま
層
そう
（NH）、６：長

ちょう
南
なん
層
そう
、７：柿

かき
ノ
の
木
き
台
だい
層
そう
、８：市

いち
宿
じゅく
層
そう
、９：

国
こく
本
もと
層
そう
（KT）および粟

あわ
倉
くら
層
そう
（AK）、10：岩

いわ
坂
さか
層
そう
、11：梅

うめ
ヶ
が
瀬
せ
層
そう
、12：

東
ひがし
日
ひ
笠
がさ
層
そう
、13：大

おお
田
た
代
だい
層
そう
、14：黄

き
和
わ
田
だ
層
そう
（KD）および高

たか
溝
みぞ
層
そう
（TM）、

15：十
と
宮
みや
層
そう
、16：大

おお
原
はら
層
そう
、17：浪

なみ
花
はな
層
そう
、18：勝

かつ
浦
うら
層
そう
、19：黒

くろ
滝
たき
層
そう
（KT）

および竹
たけ
岡
おか
層
そう
（TK）、20：安

あん
野
の
層
そう
、21：萩

はぎゅう
生層

そう
、22：清

きよ
澄
すみ
層
そう
、23：稲

いな

子
こ
沢
ざわ
層
そう
、24：天

あま
津
つ
層
そう

この図では上
かずさ
総層

そう
群
ぐん
最上部の金

こん
剛
ごう
地
ち
層
そう
は下

しも
総
うさ
層
そう
群
ぐん
に含

ふく
められている。

1ｍ1ｍ
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ムカシ
マンモスゾウの
化石は久

く

留
る

里
り

城
じょう

址
し

資
し

料
りょう

館
かん

で実物を
見られるよ！

太
た い

古
こ

の君津にいた生き物たち

▲ �千葉県立中
ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

発行の
『よみがえるチバニアン期の
古
こ

生
せい

物
ぶつ

』にたくさんくわし
く紹

しょう

介
かい

されています。

動物園やサファリパークにいそうなゾウなど
の大型の動物も君津周辺にいました。氷

ひょう
期
き

にな
ると海面が下がり、大陸と日本列島が陸

りく
続
つづ

きに
なって、大陸から渡

わた
ってきた生き物もいました。

P8で紹
しょう

介
かい

したクジラの他にも
こんな生き物たちが見つかって
います。これらの発見で、当時
の様子がわかってきました。

君津周辺にいた海の生き物

君津周辺にいた陸の生き物 ●ムカシマンモスゾウ

●ヤベオオツノジカ

●ニホンムカシジカ

●植物化石

下あご骨・臼
きゅう

歯
し

の化
石。君津市植

うえ

畑
はた

の小糸川
河
か

床
しょう

の梅
うめ

ヶ
が

瀬
せ

層
そう

（140万
年前の地層）から明治28
（1895）年に発見された。

右下あご骨の化石。木更津
市畑

はた

沢
ざわ

、下
しも

総
うさ

層
そう

群
ぐん

地
じ

蔵
ぞう

堂
どう

層
そう

。
約40万～１万５千年前に生

せい

息
そく

。

左右の角と頭
とう

骨
こつ

の化石。
市原市引

ひき

田
だ

、下
しも

総
うさ

層
そう

群
ぐん

木
き

下
おろし

層
そう

。約35万～１万５千
年前に生

せい

息
そく

。

市原市里
さと

見
み

、万
まん

田
だ

野
の

層
そう

。主にブナなどの落
らく

葉
よう

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

の植物化石が産
さん

出
しゅつ

。

久留里城址
資料館所蔵

（標本番号：15040）

国立科学
博物館所蔵

群馬県立
自然史博物館所蔵
（撮
さつ

影
えい

：千葉県立中
央博物館）

※表記のないものは全て千葉県
立中央博物館所蔵・撮影。　
※復元画は全て徳川広和氏制作。

●マイルカ科
下あごの骨の化石

の一部。君津市市
いち

宿
じゅく

、
上
か ず さ

総層
そう

群
ぐん

市
いち

宿
じゅく

層
そう

。

●ハンドウイルカ属
ぞ く

下あごの骨の化石。君津市市
いち

宿
じゅく

、上
か ず さ

総層
そう

群
ぐん

市
いち

宿
じゅく

層
そう

。

●ホホジロザメ

木更津市畑
はた

沢
ざわ

、下
しもうさ

総
層
そう

群
ぐん

上
かみ

泉
いずみ

層
そう

。化石は
大量に出ているが、絶

ぜつ

滅
めつ

種
しゅ

。20㎝を超
こ

える
化石も見つかっていま
す。水深が浅かったこ
とがわかります。

歯
は

の化石。君津市市
いち

宿
じゅく

、上
か ず さ

総層
そう

群
ぐん

市
いち

宿
じゅく

層
そう

。
全長６ｍにもなる大

型のサメ。中央の歯
は

の
高さ4.2cm。

君津市山
やま

高
たか

原
はら

、下
しも

総
うさ

層
そう

群
ぐん

地
じ

蔵
ぞう

堂
どう

層
そう

。

君津市市
いち

宿
じゅく

、上
か ず さ

総層
そう

群
ぐん

市
いち

宿
じゅく

層
そう

。

●トウキョウホタテ

●マンダノセイウチ
雄
おす

の頭
ず

蓋
がい

骨
こつ

の化石。上
か ず さ

総層
そう

群
ぐん

長
なが

浜
はま

層
そう

。
右は現生セイウチ（タイヘ

イヨウセイウチ）の頭骨写真。

●イボチョウガニ
●キタクシノハクモヒトデ

今、君津市
にいる大人の

ニホンジカは角の枝が
４つだけど、絶滅した
ニホンムカシジカは枝が
３つなんだって！

この見開き
ページの背

はい

景
けい

にある
影
かげ

はトウキョウ
ホタテ実物大だよ。

君津で見つかって
いるものが、
世界のはるか遠

とお

い
場所でも発見されて
いるんだよ！

●○○ 他にはどんな動物がいたのだろう。
●○○ なぜ絶

ぜつ

滅
めつ

してしまったのだろう。
●○○ 化石ってどうやってできるの。

探究のタネ探究のタネ

栃
とち

木
ぎ

県那
な

須
す

塩
しお

原
ばら

市にある「木
こ

の
葉
は

化
か

石
せき

園
えん

」では、チバニアン期の
石を割

わ

って、木の葉の化石を探
さが

す
体
たい

験
けん

ができます。運がいいと葉だ
けでなく、昆

こん

虫
ちゅう

・魚・カエル・ネ
ズミなども見つかるかも！

化石探しにチャレンジ化石探しにチャレンジ

木
こ

の葉
は

化
か

石
せき

園
えん

HP

④イタヤカエデ

※スケールは1㎝

※スケールは1㎝

③ササの仲間

②ミズナラ

①ブナ

▲ �ミナミハンドウイルカ
　（撮影・提

てい

供
きょう

：宮川尚子）
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豊
とよ

英
ふさ

大
おお

滝
たき

（清
きよ

澄
すみ

層
そう

）

君津で見られる地
ち

層
そ う

君津市内の道路から見える砂
すな

取
と

り場
ば

などでは地
ち

層
そう

の重なり方がよく分かりま
す。よく見ると、写真のように不

ふ
思
し

議
ぎ

な模
も

様
よう

があります。これらは斜
しゃ

交
こう

層
そう

理
り
（別

名：クロスラミナ）と呼
よ

ばれています。強い水の流れで砂が堆
たい

積
せき

（積
つ

もること）
と浸

しん
食
しょく

（けずられること）をくり返してできた地
ち

層
そう

です。

君津市の南東部にある房
ぼう

総
そう

丘
きゅう

陵
りょう

は千葉県で
最
もっと

も雨の多い場所です。その豊
ゆた

かな雨が、川
になったり、山からしみこみ地下水にもなったりします。

君津市の地
ち

層
そう

は海の中で重
かさ

なってできたもので、泥
どろ

がおし固
かた

められ
た地

ち
層
そう

（水を通さない層
そう

）と、砂
すな

や砂
じゃ

利
り

の地
ち

層
そう

（水が流れる・たまる
層
そう

）が、くり返し重
かさ

なっています。この重
かさ

なった状
じょう

態
たい

で、東
とう

京
きょう

湾
わん

を底
そこ

にしてくぼんだ形になっています。寒
さむ

い時期（氷
ひょう

期
き

）には、泥
どろ

がたま
り水を通さない層

そう
になります。反対に暖

あたた
かい時期（間

かん
氷
ぴょう

期
き

）には、海
の砂

すな
がたまり、水を通す層

そう
ができます。

小糸地区大井の谷
や

津
つ

田
だ

の上部にある水
すい

神
じん

谷
やつ

湧
ゆう

水
すい

群
ぐん

から１日約5000ｔ
トン

もの水がポコポコ湧
わ

いているのは、水を通す層
そう

を伝わってきているのです。
また、久

く
留
る

里
り

の自
じ

噴
ふん

井
い

戸
ど

の地下水年代は5000年以上前で、縄
じょう

文
もん

時代
に降

ふ
った雨水が湧

わ
き出ていると考えられています。

不
ふ

思
し

議
ぎ

な模
も

様
よ う

の秘
ひ

密
み つ

地
ち

層
そう

を見ながら
太
たい

古
こ

の昔
むかし

を想
そう

像
ぞう

してみてね！

約 100m
やく メートル

海の流れ
うみ なが

斜交層理
しゃこうそう り

砂や礫の動く方向
すな れき うご ほうこう

君津に地下水が豊
ほ う

富
ふ

なのはなぜ？

P64「地下水と上
かずさ

総掘
ぼ

り」
リンク

君津市で見られる主な地
ち

層
そ う

マップ きみつ
ムービーバンク 

亀
かめ

山
やま

湖
こ

の地
ち

層
そう

を見てみよう

注意！

私
し

有
ゆう

地
ち

へ許
きょ

可
か

なく入ることはできません。

日
にっ

渡
と

根
ね

（市
いち

宿
じゅく

層
そう

）

市
いち

宿
じゅく

（市
いち

宿
じゅく

層
そう

）

寂
じゃっ

光
こう

不
ふ

動
どう

の手前（安
あん

野
の

層
そう

）

亀
かめ

山
やま

湖
こ

（大
おお

田
た

代
だい

層
そう

）

田
た

代
しろ

川（天
あま

津
つ

層
そう

）

三
みつ

石
いし

山
やま

観
かん

音
のん

寺
じ

付近（黒
くろ

滝
たき

層
そう

）

ロマンの森共和国付近（清
きよ

澄
すみ

層
そう

）三
み

島
しま

湖
こ

（上
か ず さ

総層
そう

群
ぐん

）

かにがふち（梅
うめ

ヶ
が

瀬
せ

層
そう

）

吉
よし

野
の

（万
まん

田
だ

野
の

層
そう

）大
おお

鷲
わし

（藪
やぶ

層
そう

）

NHK高校講
こう

座
ざ

 

地学基
き

礎
そ

 地
ち

層
そう

の形
けい

成
せい

12分55秒~

▲ �下
しもうさ

総亜
あ

地
ち

下
か

水
すい

盆
ぼん

の基
き

底
てい

等
とう

深
しん

線
せん

図
ず

　（君津市史自然編より）

▲ �地
ち

質
しつ

環
かん

境
きょう

　君津市域南部の地下水の水の流動の
ようすを表した模

も

式
しき

図（君津市史自然編より）
（大地のやさしい使い方、RESEARCH INSTITUTE of 
ENVIRONMENTAL GEOLOGY,CHIBA）

▲ �市
いち

宿
じゅく

層
そう

の斜
しゃ

交
こう

層
そう

理
り

千葉県立中
ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

の展
てん

示
じ

をもとに作成 ▲ �万
まん

田
だ

野
の

層
そう

の斜
しゃ

交
こう

層
そう

理
り

P53 ➡

P56 ➡

P63 ➡

P30 ➡P56 ➡

※砂
すな

取
と

り場
ば

へは立入禁
きん

止
し

　※写真提供：千葉県立中央博物館

清
せい

和
わ

県
けん

民
みん

の森の
「鍵

かぎ

層
そう

を追
お

いかける」
解
かい

説
せつ

板
ばん

近くには、火
か

山
ざん

灰
ばい

の地
ち

層
そう

があり、
白っぽい凝

ぎょう

灰
かい

岩
がん

がボ
ロボロと落

お

ちています。すりつぶすとザラザ
ラとした手ざわりです。これは火山ガラスで、
昔
むかし

の人は精
せい

米
まい

に使ったり、クレンザーとして
使ったりしたそうです。

清
せ い

和
わ

の火
か

山
ざ ん

灰
ば い

の地
ち

層
そ う

の秘
ひ

密
み つ

地理院地図Vectorを加工して作成

●斜
し ゃ

交
こ う

層
そ う

理
り
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火はどうやって？
縄
じょう

文
もん

時代には「錐
きり

も
み式」で火をおこして
いました。後に、「弓

ゆみ

ぎり式」や「舞
まい

ぎり式」
も登

とう

場
じょう

します。

君津市の三
み

直
のう

貝
かい

塚
づか

で見つかった出
しゅつ

土
ど

品
ひん

から縄
じょう

文
もん

時代の暮
く

らしを想
そう

像
ぞう

しよう。

● 寺
て ら

ノ
の

代
だ い

遺
い

跡
せ き

（亀
か め

山
や ま

地区）
漁
りょう

に使う石
せき

錘
すい

や土
ど

錘
すい

と
いう道具が、房

ぼう

総
そう

半
はん

島
とう

の
中でも他の遺

い

跡
せき

に比べて
とても多く見つかってい
ます。この集

しゅう

落
らく

では、小
お

櫃
びつ

川
がわ

で魚を捕
と

って生活を
していたことが想

そう

像
ぞう

でき
ます。

● 三
み

直
の う

貝
か い

塚
づ か

（八
や

重
え

原
は ら

地区）
今からおよそ4500～

3000年前のものと考え
られています。高速道路
建
けん

設
せつ

時
じ

に行われた発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

では、集
しゅう

落
らく

や環
かん

状
じょう

盛
もり

土
ど

と呼
よ

ばれる当時の土
ど

木
ぼく

工
こう

事
じ

跡
あと

も一
いっ

緒
しょ

に見つかって
います。また、縄

じょう

文
もん

土
ど

器
き

や貝で作ったアクセサリー、動
物の骨

ほね

で作った装
そう

飾
しょく

品
ひん

なども見つかっています（P15参
さん

照
しょう

）。
発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

の後、埋
う

め戻
もど

されており、見学することはで
きません。

君津市、千葉県の縄
じょう

文
も ん

時代ってどんな様子？

石
せ き

錘
す い

土
ど

錘
す い

平たい石の両
りょう

端
たん

にく
ぼみを作り、網

あみ

や釣
つ

り糸を結
むす

びつけてお
もりにしていました。

使い方は石
せき

錘
すい

と同じ
です。土

ど

器
き

の文
もん

様
よう

が
あり、割

わ

れた土
ど

器
き

の
破
は

片
へん

をリサイクルし
たものです。

1万年以上続
つづ

いた縄
じょう

文
もん

時代は、縄
じょう

文
もん

土
ど

器
き

という厚
あつ

手
で

で、低温で焼
や

かれた縄
なわ

目
め

がついた土
ど

器
き

を使いま
す。縄

じょう
文
もん

時代の人々は、海や川に近い台地などに竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

を作り、狩
か

りや魚捕
と

り、木の実の採
さい

集
しゅう

を
して生活していました。ダイズやアズキなどの植物栽

さい
培
ばい

も始まったとされています。石、貝、動物
の骨

ほね
・角

つの
で釣

つ
り針

ばり
やアクセサリーも作っていました。また、海の近くには、「貝

かい
塚
づか

」といわれる食べ
た貝がらや動物などの骨

ほね
がまとまって見つかる場所があり、当時の暮

く
らしをよく知ることができます。

海に囲
かこ

まれた千葉県は、日本一貝
かい

塚
づか

が多い都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

で、全国の約
やく

３割
わり

の貝
かい

塚
づか

があります。なかでも千葉
市にある加

か
曽
そ

利
り

貝
かい

塚
づか

は、日本最大級の集
しゅう

落
かく

型
がた

の貝
かい

塚
づか

で、国の特
とく

別
べつ

史
し

跡
せき

に指定されています。君津地区に
も多くの貝

かい
塚
づか

があり、房
ぼう

総
そう

半
はん

島
とう

最
さい

南
なん

端
たん

の大
おお

型
がた

貝
かい

塚
づか

で
ある袖

そで
ケ
が

浦
うら

市
し

の山
さん

野
や

貝
かい

塚
づか

が国の史
し

跡
せき

に指定されてい
ます。君津市では、小

こ
糸
いと

川
がわ

や小
お

櫃
びつ

川
がわ

周辺の台地上に、
100カ所以上もの縄

じょう
文
もん

時代の遺
い

跡
せき

が見つかっており、
その中に大きな貝

かい
塚
づか

である三
み

直
のう

貝
かい

塚
づか

があります。内
陸部ではイノシシやシカなどの狩

か
りの山のむらがあり、

海のむらと食材を交
こう

換
かん

することで、千葉の豊
ゆた

かな食
によって持

じ
続
ぞく

可
か

能
のう

な社会をつくりました。

日本一貝
か い

塚
づ か

が多い千葉県

もったいない！

イボキサゴの出
だ

汁
し

で縄
じょう

文
も ん

スープ
貝
かい

塚
づか

で見つかる貝の種
しゅ

類
るい

は何が多いと思います
か？　アサリやハマグリなど現代人が好

この

む貝もあり
ますが、実

じつ

はイボキサゴという小さな巻
ま

き貝が８割
わり

以上を占
し

めています。縄
じょう

文
もん

人
じん

はこれをスープの出
だ

汁
し

として、イノシシなど獣
けもの

の肉
にく

やどんぐりなど木の実
み

を煮
に

るのに使っていたのではないか、という説
せつ

があります。イボキサゴ
は減

へ

ってしまった時期もあったようですが、ここ数年また増
ふ

えて、東
とう

京
きょう

湾
わん

のノリ・アサリ漁
りょう

師
し

にとって漁
りょう

の邪
じゃ

魔
ま

となってしまっています。小さ
すぎて食べることが難

むずか

しく、やむを得
え

ず大量に処
しょ

分
ぶん

されています。自
し

然
ぜん

の恵
めぐ

みを無
む

駄
だ

にしないためにも、縄
じょう

文
もん

人
じん

の知
ち

恵
え

を借
か

りて、抽
ちゅう

出
しゅつ

したイボ
キサゴの出

だ

汁
し

を、令和６年２月に君津市内の小中学校の給食メニューに
取り入れました。未

み

利
り

用
よう

貝
がい

だったイボキサゴを活用した学校給食は、日
本初、そしておそらく世界初の試

こころ

みです。タウリンなどの滋
じ

養
よう

強
きょう

壮
そう

成分
が豊

ほう

富
ふ

に含
ふく

まれているそうです。

●○○ 色々な火おこし法を試
ため

したい。
●○○ 貝

かい

輪
わ

、勾
まが

玉
たま

、鹿
しか

角
つの

アクセサリーを作りたい。

探究のタネ探究のタネ

ミニチュア土
ど

器
き

縄
じょう

文
もん

時代～古
こ

墳
ふん

時代
の遺

い

跡
せき

からは日常生活
には使いにくい、手の
ひらサイズの土

ど

器
き

が見
つかることがあります。
何のためにこれらが作
られたのか、まだよく
分かっていません。み
なさんで想

そう

像
ぞう

してみて
ください。

石
せき

鏃
ぞく

（石の矢じり）

魚をつく道具

土
つち

製
せい

の
耳かざり動物の

骨
ほね

の装
そう

飾
しょく

品
ひん

ミミズク
土
ど

偶
ぐう

縄
じょう

文
もん

土
ど

器
き

貝
かい

輪
わ

石のアクセサリーや勾
まが

玉
たま

千葉県教育委員会提
てい

供
きょう

▲ �寺
てら

ノ
の

代
だい

遺
い

跡
せき

の竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

跡
あと

錐
きり

もみ式

弓
ゆみ

ぎり式

舞
まい

ぎり式

①�貝の真
ま

ん中
なか

を固いもので打ちかき、穴
あな

をあける。
②ふちをやすりなどでけずる。
大きさがちょうどよく、かたくて割

わ

れにくいベンケ
イガイをはじめ、サルボウガイ、アカガイ、アカニシ
ガイなどが貝

かい

輪
わ

に使われていました。

貝貝
かいか い

輪輪
わわ

作りに作りに挑挑
ちょうちょう

戦戦
せ んせ ん

！！

NHK
アーカイブス

千葉・縄
じょう

文
もん

の
味を現

げん
代
だい

へ

▲ �江
え

戸
ど

時代にはおは
じき遊びに使われ
ていたイボキサゴ

千葉県の貝
か い

塚
づ か

の分
ぶ ん

布
ぷ

図
ず

　小
こ

型
がた

貝
かい

塚
づか

　大
おお

型
がた

貝
かい

塚
づか

※A〜Dの写真は千葉県教育委員会提
てい

供
きょう

🅐🅐

🅑🅑

🅒🅒

🅓🅓
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千葉県最大の古
こ

墳
ふん

（全長144m）。埋
まい

葬
そう

されているのは、小糸川流
りゅう

域
いき

を治
おさ

め
ていた周

す

淮
えの

国
くにの

造
みやつこ

と考えられています。

全長95m。埋
まい

葬
そう

されているの
は、小

お

櫃
びつ

川
がわ

流
りゅう

域
いき

を治
おさ

めていた馬
うま

来
く

田
たの

国
くにの

造
みやつこ

と考え
られています。

君津でも稲
い な

作
さ く

が始まった弥
や よ い

生時代 巨
き ょ

大
だ い

なお墓
は か

ができた古
こ

墳
ふ ん

時代

●常
と こ

代
し ろ

遺
い

跡
せ き

（貞
さ だ

元
も と

地区、周
す

南
な み

地区）
縄
じょう

文
もん

時代から江
え

戸
ど

時代にかけて作られた土
ど

器
き

や木
もく

製
せい

品
ひん

などが数多く見つかりました。
特に、千葉県の弥

や よ い

生時代を代表する遺
い

跡
せき

として有名
で、「方

ほう

形
けい

周
しゅう

溝
こう

墓
ぼ

」というお墓
はか

が160基
き

以上も見つかり
ました。
大きな溝

みぞ

からは、木で
作られた農

のう

具
ぐ

などが500
点以上出

しゅつ

土
ど

し、非
ひ

常
じょう

に貴
き

重
ちょう

なものとして千葉県の
有
ゆう

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

に指定されて
います。
炭
たん

化
か

米
まい

や、2000年前の
イネ科の植物花

か

粉
ふん

も出
しゅつ

土
ど

しています。

●鹿
か

島
し ま

台
だ い

遺
い

跡
せ き

（周
す

南
な み

地区）（旧
きゅう

石
せ っ

器
き

時代～奈
な

良
ら

・平
へ い

安
あ ん

時代）
弥
や よ い

生時代の遺
い

跡
せき

部分からは、多くの方
ほう

形
けい

周
しゅう

溝
こう

墓
ぼ

や環
かん

濠
ごう

と呼
よ

ばれるV字
状の溝

みぞ

が見つかりました。環
かん

濠
ごう

は幅
はば

約4m、深さ約2ⅿで台地の上をめ
ぐっていることがわかっています。なぜこのように深い溝

みぞ

を作ったのか、
ぜひ想

そう

像
ぞう

してみてください。

●どのように使ったか想
そ う

像
ぞ う

してみましょう

❶内
だ い

裏
り

塚
づ か

古
こ

墳
ふ ん

❷金
き ん

鈴
れ い

塚
づ か

古
こ

墳
ふ ん

今から約2400年前の弥
や よ い

生時代に、大
たい

陸
りく

から米作りが伝わったと考えられています。米作りの技
ぎ

術
じゅつ

は、西日本から東日本へと広がっていきます。
君津市では、小糸川の近くで常

とこ
代
しろ

遺
い

跡
せき

や鹿
か

島
しま

台
だい

遺
い

跡
せき

のような大
だい

規
き

模
ぼ

な遺
い

跡
せき

が見つかっています。
弥
や よ い

生時代の人々は、米作りがしやすい水
みず

辺
べ

の近くなどに住みます。常
とこ

代
しろ

遺
い

跡
せき

からは、約2100年前の
木
もく

製
せい

農
のう

具
ぐ

や水を引くための堰
せき

跡
あと

が発見され、米作りをしていたことがわかりました。

３世紀になると土を盛
も

って、王や豪
ごう

族
ぞく

などのお墓
はか

である古
こ

墳
ふん

が造
つく

られます。この時代を古
こ

墳
ふん

時代とい
います。古

こ
墳
ふん

は、造
つく

られた時期や埋
まい

葬
そう

される人の地
位などによって大きさや形が異

こと
なります。日本で最

もっと

も大きい大
だい

仙
せん

古
こ

墳
ふん

（仁
にん

徳
とく

天
てん

皇
のう

陵
りょう

）は墳
ふん

丘
きゅう

の全長が
486mの前

ぜん
方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

です。

千葉県最大の内
だい

裏
り

塚
づか

古
こ

墳
ふん

❶（富
津市二

ふた
間
ま

塚
づか

）や、金の鈴
すず

が出
しゅつ

土
ど

し
た金

きん
鈴
れい

塚
づか

古
こ

墳
ふん

❷（木更津市長
なが

須
す

賀
か

）
が特に有名ですが、君津市にも多
くの古

こ
墳
ふん

があります。
４世紀代には、小

お
櫃
びつ

川
がわ

流
りゅう

域
いき

に、
飯
い

籠
ご

塚
づか

古
こ

墳
ふん

（全長102ｍ）・浅
せん

間
げん

神
社古

こ
墳
ふん

（全長103ｍ）・白
はく

山
さん

神社古
こ

墳
ふん

❸（全長89ｍ）
の「小

お
櫃
びつ

の三大古
こ

墳
ふん

」と呼
よ

ばれる全長100ｍ級の前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

が造
つく

られます。また、同じ時期に小
こ

糸
いと

川
がわ

流
りゅう

域
いき

では、千葉県内最大級の前
ぜん

方
ぽう

後
こう

方
ほう

墳
ふん

である道
どう

祖
そ

神
じん

裏
うら

古
こ

墳
ふん

❹（八重原地区、全長56m）が造
つく

られます。
これらの古

こ
墳
ふん

は、地
ち

域
いき

の豪
ごう

族
ぞく

の墓
はか

と考えられます。
6世紀代には、小

こ
糸
いと

川
がわ

・小
お

櫃
びつ

川
がわ

流
りゅう

域
いき

ともに多くの
古
こ

墳
ふん

が造
つく

られます。小
お

櫃
びつ

川
がわ

流
りゅう

域
いき

では、100基
き

を超
こ

え
る古

こ
墳
ふん

が造
つく

られた戸
と

崎
ざき

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

があります。小
こ

糸
いと

川
がわ

流
りゅう

域
いき

では、前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

である八
はち

幡
まん

神社古
こ

墳
ふん

（外
そと

箕
みの

輪
わ

地
区、全長77ｍ）や、小さな山の斜

しゃ
面
めん

に横
よこ

穴
あな

を掘
ほ

って
墓
はか

とした小
こ

山
やま

野
の

横
よこ

穴
あな

墓
ぼ

群
ぐん

❺（周
す

南
なみ

地区）や市
いち

宿
じゅく

横
よこ

穴
あな

墓
ぼ

群
ぐん

（清
せい

和
わ

地区）が造
つく

られます。

君津市周辺の古
こ

墳
ふ ん

と横
よ こ

穴
あ な

墓
ぼ

▲ �常
とこ

代
しろ

遺
い

跡
せき

発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

風
ふう

景
けい

▲ �常
とこ

代
しろ

遺
い

跡
せき

出
しゅつ

土
ど

の木
もく

製
せい

品
ひん

県指定有形文化財（考古資料）

市指定文化財（考古資料）

▲ �君津市周
しゅう

辺
へん

の紹
しょう

介
かい

した古
こ

墳
ふん

・横
よこ

穴
あな

墓
ぼ

の位
い

置
ち

古
こ

墳
ふん

時代に朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

から作り方が伝わ
った土

ど

器
き

です。ろくろで成
せい

形
けい

し、登
のぼ

り窯
がま

を
用
もち

いて高温で焼
や

き上げます。小
こ

糸
いと

川
がわ

流
りゅう

域
いき

は、
須
す

恵
え

（周
す

淮
え

）の国と呼
よ

ばれたことから、何
か関

かん

係
けい

があったかも知れ
ません。周

す

淮
え

は周
す

東
とう

、周
す

西
さい

、周
す

南
なみ

という地
ち

域
いき

名に
つながっています。

「方
ほう

形
けい

周
しゅう

溝
こう

墓
ぼ

」は、
弥
や よ い

生時代のお墓
はか

で、四
角い溝

みぞ

を周
まわ

りに掘
ほ

り、
中
ちゅう

央
おう

に亡
な

くなった人を
埋
まい

葬
そう

します。

▲ �出
しゅつ

土
ど

した金
きん

鈴
れい

（木更津市郷土博物館金のすず提
てい

供
きょう

）

❸白
は く

山
さ ん

神社古
こ

墳
ふ ん

❹道
ど う

祖
そ

神
じ ん

裏
う ら

古
こ

墳
ふ ん

❺小
こ

山
や ま

野
の

横
よ こ

穴
あ な

墓
ぼ

群
ぐ ん

周
す

南
なみ

公民館 

～鹿
か

島
しま

台
だい

遺
い

跡
せき

・狐
きつね

山
やま

古
こ

墳
ふん

・常
とこ

代
しろ

遺
い

跡
せき

～

小
お

櫃
びつ

まるごと
博物館 

戸
と

崎
ざき

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

古
こ

墳
ふ ん

の種類

須
す

恵
え

器
き

大
お お

井
い

戸
ど

八
や

木
ぎ

遺
い

跡
せ き

（小
こ

糸
い と

地区）の出
しゅつ

土
ど

品
ひ ん

▲ �ガラス製の小玉、石
せき

製
せい

の勾
まが

玉
たま

や管
くだ

玉
たま

、小
しょう

銅
どう

鐸
たく

▲ �環
かん

濠
ごう

の発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

風
ふう

景
けい

▲ �出
しゅつ

土
ど

した弥
やよい

生土
ど

器
き

▲ �おにぎり状
じょう

の炭
たん

化
か

米
まい

（地理院地図Vectorを加工して作成）
※国指定史跡

※県指定史跡

※県指定史跡 ※県指定史跡 ※市指定文化財（史跡）

戸
と

崎
ざき

47号墳
ふん

出
しゅつ

土
ど

の須
す

恵
え

器
き

 

▲

�

常
とこ

代
しろ

保育園

円
えん

墳
ぷん

前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

方
ほう

墳
ふん

前
ぜん

方
ぽう

後
こう

方
ほう

墳
ふん

小櫃まるごと
博物館 

白
はく

山
さん

神社古
こ

墳
ふん

❸❸

❷❷

❹❹

❺❺

❶❶
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里
さ と

見
み

氏
し

 VS　　 　北
ほ う

条
じょう

氏
し

九
く

十
じゅう

九
く

坊
ぼう

廃
はい

寺
じ

の梵
ぼん

鐘
しょう

（＝
お寺のかね）がこの池に沈

しず

んだことに由
ゆ

来
らい

するといわ
れています。「池のコイやフ
ナをとると木の葉となり、ウ
ナギを取るとヘビになる」と
いう、生き物を殺

ころ

すことを
いましめる伝

でん

説
せつ

や、銭
ぜに

（お金）を投げ入れ念
ねん

仏
ぶつ

を唱
とな

えると、不
ふ

思
し

議
ぎ

と水が湧
わ

きあがったという
言い伝

つた

えがあります。また池の水は、古くから
農
のう

業
ぎょう

用水に使われたり、昭
しょう

和
わ

時代の初めまでは、
酒
しゅ

造
ぞう

用水としても使われていたそうです。

令和２（2020）年
度の発

はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

で、安
あ

土
づち

桃
もも

山
やま

時代（戦
せん

国
ごく

時
代）の古

こ

銭
せん

が1100枚
まい

以上発見されました。
宋
そう

（現在の中国）か
ら船で日本に運ばれ
てきた中

ちゅう

国
ごく

銭
せん

です。

●九
く

十
じゅう

九
く

坊
ぼ う

廃
は い

寺
じ

跡
あ と

（八
や

重
え

原
は ら

地区）
７世紀の終わりに造

つく

られた周
す

淮
え

郡
ぐん

の郡
ぐん

寺
でら

とされ、「九
く

十
じゅう

九
く

坊
ぼう

」の名は、たく
さんの建

たて

物
もの

やお堂
どう

が立ちならんでいたという伝
でん

説
せつ

にちなんでつけられています。
推
すい

定
てい

の高さ20mの三
さん

重
じゅう

の塔
とう

や講
こう

堂
どう

、門
もん

などの建
たて

物
もの

があったことがわかっていま
す。周辺では、多くの瓦

かわら

が見つかっています。
また、八

や

重
え

原
はら

公民館の下には、九
く

十
じゅう

九
く

坊
ぼう

廃
はい

寺
じ

と関係がある南
みなみ

子
こ

安
やす

金
かね

井
い

崎
ざき

遺
い

跡
せき

があり、竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

跡
あと

や建
たて

物
もの

跡
あと

が見つかりました。奈
な

良
ら

時代から平
へい

安
あん

時代にか
けて、八

や

重
え

原
はら

地区がとてもにぎわっていたことが想
そう

像
ぞう

できます。

房
ぼう

総
そう

は、 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

が鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

を開く前に再
さい

起
き

をはかった重要な場所です。戦
いくさ

に敗
やぶ

れて房
ぼう

総
そう

に逃
のが

れてきた頼
より

朝
とも

を、この地の勢
せい

力
りょく

であった上
か ず さ

総氏
し

・千
ち

葉
ば

氏
し

などが支
ささ

え
ました。鎌

かま
倉
くら

幕
ばく

府
ふ

が開かれた後、房
ぼう

総
そう

は頼
より

朝
とも

が奇
き

跡
せき

の復
ふっ

活
かつ

をとげた場所として、多
くの頼

より
朝
とも

伝
でん

説
せつ

が生まれ、君津にも様々な逸
いつ

話
わ

や通
つう

過
か

時の伝
でん

承
しょう

が残
のこ

されています。
鎌
かま

倉
くら

時代～室
むろ

町
まち

時代にかけて、君津の地には、鎌
かま

倉
くら

の寺
じ

社
しゃ

領
りょう

（寺や神社の所有地）
が多く設

せっ
定
てい

され、特に小
お

櫃
びつ

川
がわ

上
じょう

流
りゅう

域
いき

の亀
かめ

山
やま

地区は鎌
かま

倉
くら

の円
えん

覚
がく

寺
じ

の寺
じ

領
りょう

となりまし
た。永

えい
和
わ

元（1375）年には亀
かめ

山
やま

の材
ざい

木
もく

が、火
か

災
さい

で焼
や

けてしまった円
えん

覚
がく

寺
じ

の再
さい

建
けん

の
ために使われるなど重

じゅう
要
よう

な役
やく

割
わり

を果
は

たしました。多くの武
ぶ

将
しょう

が勢
せい

力
りょく

争
あらそ

いをしていた戦
せん

国
ごく

時代、安
あ

房
わ

から上
か ず さ

総に勢
せい

力
りょく

を伸
の

ばしたのが里
さと

見
み

氏
し

で、久
く

留
る

里
り

城
じょう

を本
ほん

拠
きょ

地
ち

とし、周
しゅう

辺
へん

を治
おさ

めます。君津を含
ふく

む西
にし

上
か ず さ

総は、湾
わん

岸
がん

部
ぶ

から内
ない

陸
りく

部
ぶ

にかけ、里
さと

見
み

氏
し

と小
お

田
だ

原
わら

北
ほう

条
じょう

氏
し

とのせめぎ合いが続
つづ

いていました。

塞
さい

神社では、道
どう

祖
そ

神
じん

として、道行く人を災
わざわ

いから
守る神様をおまつりしていて、 源

みなもとの
頼
より

朝
とも

が戦
いくさ

に向
む

かう
際
さい

に、戦
せん

勝
しょう

祈
き

願
がん

したと伝えられています。源
げん

氏
じ

の白い旗
はた

をかかげて通
つう

過
か

し
たと伝えられる山の尾

お
根
ね

道
みち

だった場所は、旧
きゅう

地名を白
しら

旗
はた

台
だい

と言い、昭
しょう

和
わ

時
代に県道を通すために切

き
り通

どお
しとなりました。そこにかけられた橋は、言

い伝えにちなんで、白
しら

旗
はた

橋
はし

と名付けられました。君津市民文化ホールに続
つづ

く県道を通る時には、ぜひ上を見上げて、頼
より

朝
とも

のことを想
そう

像
ぞう

してみてくだ
さい。他に久

く
留
る

里
り

神社（久
く

留
る

里
り

地区）、八
や

雲
ぐも

神社（八
や

重
え

原
はら

地区）、人
ひと

見
み

神社
（周

す
西
さい

地区）にも頼
より

朝
とも

の伝
でん

承
しょう

が残
のこ

されています。

▲ �鐘
かね

ケ
が

淵
ふち

の風
ふう

景
けい

（内
うち

みのわ運動公園内）

▲ �上
かみ

湯
ゆ

江
え

遺
い

跡
せき

発
はっ

掘
くつ

の様子

▲ �白
しら

旗
はた

橋
はし

の下から

▲ �塞
さい

神社の鳥
とり

居
い

▲水
みず

差
さ

し（水
すい

滴
てき

） ▲ �墨
ぼく

書
しょ

土
ど

器
き

奈良時代～平安時代 鎌倉時代～戦国時代
７世紀中

なか
ごろ以

い
降
こう

、日本列
れっ

島
とう

に仏
ぶっ

教
きょう

文化が広がり、古
こ

墳
ふん

を造
つく

らなくな
ります。政

せい
治
じ

的
てき

な地
ち

域
いき

の整
せい

備
び

も進み、君津市
し

域
いき

は上
か ず さ

総国
のくに

となり、郡
ぐん

の役
所ができ、郡

ぐん
を治

おさ
める律

りつ
令
りょう

制
せい

度
ど

（法
ほう

律
りつ

で国を治
おさ

める制
せい

度
ど

）がとられてい
ました。小

こ
糸
いと

川
がわ

流
りゅう

域
いき

は周
す

淮
え

郡
ぐん

、小
お

櫃
びつ

川
がわ

流
りゅう

域
いき

は畔
あ

蒜
びる

郡
ぐん

となりました。郡
ぐん

の
役所の位

い
置
ち

は、君津市郡
こおり

地区に周
す

淮
え

郡
ぐん

が、木更津市下
しも

郡
ごおり

地区に畔
あ

蒜
びる

郡
ぐん

が
あったと考えられています。

８世紀以
い

降
こう

の平
へい

安
あん

時代になると、有力者などが土地を自分で所
しょ

有
ゆう

する
ようになり、律

りつ
令
りょう

制
せい

度
ど

がくずれていきます。
12世紀代には、さらに開発が進み、律

りつ
令
りょう

制
せい

の郡
ぐん

域
いき

が東西や南北に分か
れていき、地名に東西南北がつけられることが多くありました。この時
代に、周

す
淮
え

郡
ぐん

も「周
す

東
とう

郡
ぐん

」「周
す

西
さい

郡
ぐん

」の東西２つに分かれたのです。

●上
か み

湯
ゆ

江
え

遺
い

跡
せ き

（貞
さ だ

元
も と

地区）
住
じゅう

居
きょ

跡
あと

や井
い

戸
ど

に加
くわ

え、絵や文字が墨
すみ

で書かれた土
ど

器
き

（墨
ぼく

書
しょ

土
ど

器
き

）や書道で使う水
みず

差
さ

し（水
すい

滴
てき

）も見つか
り、文字を書ける人がいたことがわかりました。

▲ �九
く

十
じゅう

九
く

坊
ぼう

廃
はい

寺
じ

跡
あと

発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

　（2024年）

▲ �安
あ

房
わ

・上
かずさ

総・下
しも

総
うさ

各
かく

郡
ぐん

の位
い

置
ち

図
ず

（『千葉県の歴
れき

史
し

』より）

君津に残る頼
よ り

朝
と も

の話 ＜塞
さ い

神社と白
し ら

旗
は た

橋
は し

（八
や

重
え

原
は ら

地区）＞

P73「三
み

島
しま

の棒
ぼう

術
じゅつ

」
リンク

▲ �見つかった古
こ

銭
せん

●富
と み

吉
よ し

遺
い

跡
せ き

（貞
さ だ

元
も と

地区）
多くの建

たて

物
もの

跡
あと

は、平
安時代の終わりから室

むろ

町
まち

時代にかけて、小糸川を利用して運んでいた物の倉
そう

庫
こ

として使われていたと考えられています。

P54「小糸川・小櫃川の河
か

岸
し

」
リンク

鐘
か ね

ケ
が

淵
ふ ち

の伝
で ん

説
せ つ

（八
や

重
え

原
は ら

地区）

上
か み

湯
ゆ

江
え

遺
い

跡
せ き

で
銅
ど う

の古
こ

銭
せ ん

を発見！

八
や

重
え

原
はら

歴
れき

史
し

の道
まっぷ

小櫃まるごと
博物館 

里
さと

見
み

義
よし

堯
たか

と義
よし

弘
ひろ

里
さと

見
み

義
よし

堯
たか

は、久
く

留
る

里
り

城
じょう

を巨
きょ

大
だい

な山
やま

城
しろ

として整
せい

備
び

しましたが、永
えい

禄
ろく

３（1560）
年、城が北

ほう

条
じょう

氏
し

に包
ほう

囲
い

されてしまいます。籠
ろう

城
じょう

（城の中にたてこもり敵
てき

を
防
ふせ

ぐこと）は数か月も続
つづ

き、落
らく

城
じょう

の危
き

機
き

となります。
しかし、里

さと

見
み

氏
し

に幸
こう

運
うん

がもたらされます。里
さと

見
み

氏
し

に味
み

方
かた

する越
えち

後
ご

（現在の
新潟県）の上

うえ

杉
すぎ

謙
けん

信
しん

が関東に出
しゅつ

陣
じん

してきたのです。北
ほう

条
じょう

氏
し

は上
うえ

杉
すぎ

氏
し

に対
たい

応
おう

す
るため、久

く

留
る

里
り

に送った兵
へい

を引かざるを得
え

ませんでした。こうして久
く

留
る

里
り

城
じょう

は落
らく

城
じょう

の危
き

機
き

を脱
だっ

しました。永
えい

禄
ろく

10（1567）年８月の三
み

船
ふね

山
やま

（三舟山）合
かっ

戦
せん

では、里
さと

見
み

氏
し

が北
ほう

条
じょう

氏
し

に勝
しょう

利
り

し、上
か ず さ

総の大
たい

半
はん

を手に入れ、下
しもうさ

総の一部にま
で勢

せい

力
りょく

を伸
の

ばすことになりました。

▲ �戦
せん

国
ごく

時代の久
く

留
る

里
り

城
じょう

想
そう

像
ぞう

図
ず

▲ �里
さと

見
み

氏
し

に味
み

方
かた

した秋
あき

元
もと

氏
し

がいた秋
あき

元
もと

城
じょう

（小糸城）想
そう

像
ぞう

図
ず

※城
しろ

想
そう

像
ぞう

図
ず

は久
く

留
る

里
り

城
じょう

址
し

資
し

料
りょう

館
かん

提供

東東

東東

西西

西西

旧旧
きゅう
きゅう

小小
おお

櫃櫃
びつびつ

川川
がわがわ

小小ここ

糸糸い
と
い
と

川川が
わ
が
わ

北北

北北

南南

南南

※県指定史跡
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江戸時代

●久
く

留
る

里
り

道（参
さ ん

勤
き ん

交
こ う

代
た い

道）
久
く

留
る

里
り

の城
じょう

下
か

街
がい

からは東京湾や安
あ

房
わ

、東
ひがし

上
か ず さ

総な
ど四方に道がのび、昔から交通の重要な場所でした。
久留里から江戸に行くには3つのルート「東

ひがし

往
おう

還
かん

」「中
なか

往
おう

還
かん

」「西
にし

往
おう

還
かん

」があり、いずれも「久
く

留
る

里
り

道」と呼
よ

ばれていました。中でも「中
なか

往
おう

還
かん

」は
「殿

とん

様
さ

道
みち

」と呼
よ

ばれ、久
く

留
る

里
り

城主の参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

に使わ
れていました。この道は国道410号（現在一部市道）
となり、通

つう

称
しょう

「久
く

留
る

里
り

街
かい

道
どう

」と言われています。
小
お

櫃
びつ

地区三
さん

田
だ

の道
みち

沿
ぞ

いにある「地
じ

蔵
ぞう

尊
そん

道
どう

標
ひょう

銘
めい

」
（1805年）や、俵

たわら

田
だ

駅近くの「江戸道道
どう

標
ひょう

」（1665
年）には、江戸の方向や距

きょ

離
り

が示されています。

江戸時代の君津には180をこえる村々があり、様々な領
りょう

主
しゅ

によって支
し

配
はい

されてい
ました。小

お
櫃
びつ

川
がわ

流
りゅう

域
いき

には、大
だい

名
みょう

（殿
との

様
さま

）の領
りょう

地
ち

（久
く

留
る

里
り

藩
はん

領
りょう

、前
まえ

橋
ばし

・川
かわ

越
ごえ

藩
はん

領
りょう

）
の村々がありました。小糸川流

りゅう
域
いき

には、幕
ばく

府
ふ

が直接治
おさ

める領
りょう

地
ち

や、旗
はた

本
もと

の領
りょう

地
ち

の村々
が入

い
り組

く
んでいました。大

だい
名
みょう

は１万石
ごく

以上の領
りょう

地
ち

を江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

から給料として与
あた

えら
れた藩

はん
主
しゅ

で、旗
はた

本
もと

は１万石
ごく

未
み

満
まん

。大
だい

名
みょう

も旗
はた

本
もと

も、将
しょう

軍
ぐん

と直接会える権
けん

利
り

を持つ、位
くらい

の高い人たちです。
また、鹿

か
野
のう

山
ざん

の神
じん

野
や

寺
じ

のように、徳
とく

川
がわ

の歴
れき

代
だい

将
しょう

軍
ぐん

から領
りょう

地
ち

を認
みと

められた格
かく

式
しき

の高いお寺もいくつ
かありました。

右の絵には木
き

更
さら

津
づ

船
ぶね

と呼
よ

ばれ
る五

ご
大
だい

力
りき

船
せん

が停
てい

泊
はく

している様子
が描

えが
かれています。君津の山で

生
せい

産
さん

されたものなどを小
こ

糸
いと

川
がわ

や小
お

櫃
びつ

川
がわ

で運び、この木更
津船に積

つ
みかえ、東京湾を渡

わた
って江戸まで運びました。

また、右の歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

の絵の下の方に描
えが

かれているもの
は何でしょうか。P23をヒントに考えてみましょう。

徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

によって江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

が開かれたころ、久
く

留
る

里
り

城
じょう

に
は、幕

ばく
府
ふ

に仕
つか

える大
だい

名
みょう

である土
つち

屋
や

氏
し

が２万
まん

石
ごく

で入っており、
３代78年にわたって久

く
留
る

里
り

の地を治
おさ

めました。土
つち

屋
や

氏
し

は３
代藩

はん
主
しゅ

土
つち

屋
や

頼
より

直
なお

のとき、幕
ばく

府
ふ

からおとがめを受け領
りょう

地
ち

を没
ぼっ

収
しゅう

されてしまいました。その後、久
く

留
る

里
り

城
じょう

は約60年間、廃
はい

城
じょう

となりますが、江戸時代の中ごろから黒
くろ

田
だ

氏
し

が久
く

留
る

里
り

藩
はん

主
しゅ

となって城を再
さい

整
せい

備
び

しました。黒
くろ

田
だ

氏
し

の支
し

配
はい

は９代約
130年間続

つづ
き、明

めい
治
じ

維
い

新
しん

を迎
むか

えました。

江戸時代の政
せい

治
じ

家
か

・学者として知られる新
あら

井
い

白
はく

石
せき

（通
けみょう

称：与
よ

五
ご

郎
ろう

）は、父の新
あら

井
い

正
まさ

済
なり

が久
く

留
る

里
り

藩
はん

２代藩
はん

主
しゅ

の土
つち

屋
や

利
とし

直
なお

に仕
つか

えていた関係で、久
く

留
る

里
り

藩
はん

とゆかり
があります。

白
はく

石
せき

は小さいころから土
つち

屋
や

利
とし

直
なお

にかわいがられ、青
せい

年
ねん

期
き

には何度か久
く

留
る

里
り

の地
を訪

おとず
れています。白

はく
石
せき

が21歳のとき、土
つち

屋
や

家
け

のお家
いえ

騒
そう

動
どう

がもとで久
く

留
る

里
り

藩
はん

を追
つい

放
ほう

されますが、その後、のちに徳
とく

川
がわ

６代将
しょう

軍
ぐん

となる家
いえ

宣
のぶ

の学問の師
し

となります。
そして、徳

とく
川
がわ

６代将
しょう

軍
ぐん

家
いえ

宣
のぶ

、７代将
しょう

軍
ぐん

家
いえ

継
つぐ

を支
ささ

える重要な政
せい

治
じ

家
か

として活
かつ

躍
やく

する
までになります。白

はく
石
せき

が行った政
せい

治
じ

改
かい

革
かく

は「正
しょう

徳
とく

の治
ち

」と呼
よ

ばれます。
白
はく

石
せき

の久
く

留
る

里
り

時代についても書かれている自
じ

叙
じょ

伝
でん

『折
おり

たく柴
しば

の記
き

』は、文学的にも高く評
ひょう

価
か

され
ています。

江戸時代、浮
うき

世
よ

絵
え

師
し

の葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

は西洋のゴッホ、セ
ザンヌ、ピカソなどの印

いん
象
しょう

派
は

の画家たちに大きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えたと言われています。その葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えたと考えられてきた宮
みや

彫
ちょう

刻
こく

師
し

が千葉県の「波の伊
い

八
はち

」
こと、武

たけ
志
し

伊
い

八
はち

郎
ろう

信
のぶ

由
よし

です。
「波を彫

ほ
らせたら天下一」と称

たた
えられた波の表現は

抜
ばつ

群
ぐん

で、関西の職
しょく

人
にん

たちに「伊
い

八
はち

のいる関東に行った
ら波を彫

ほ
るな」と言わしめるほどでした。生まれ故

こ
郷
きょう

の鴨
かも

川
がわ

では、馬に乗って海に入り、くずれる横
よこ

波
なみ

を近
くで観

かん
察
さつ

していたと言われています。
葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

は文化3（1806）年に房
ぼう

総
そう

半
はん

島
とう

を旅してい
ますが、その時に千葉県各地のお寺にあった伊

い
八
はち

の彫
ちょう

刻
こく

を目にしていたのではないかと考えられています。
君津市内にも、伊

い
八
はち

の作品が多く残
のこ

されていますが、
所有者の調

ちょう
査
さ

によって近年発見されたものもあります。
その発見によって、今まで分からなかった伊

い
八
はち

の若
わか

い
ころの活動の様子が、よりくわしく分かってきました。

最新の研
けん

究
きゅう

では、伊
い

八
はち

と葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

がそれぞれ別の芸
げい

術
じゅつ

家
か

から影
えい

響
きょう

を受けたのでは、という説
せつ

もあります。

山・川・海を通じて江戸へ運
は こ

ばれた物
ぶ っ

資
し

江戸時代の久
く

留
る

里
り

城
じょう

（別名：雨
う

城
じょう

）

徳
と く

川
が わ

将
しょう

軍
ぐ ん

の側
そ っ

近
き ん

：新
あ ら

井
い

白
は く

石
せ き

（1657−1725）

▲ �上
か ず さ

総小学校の校門に
ある久留里城のしゃ
ちほこ

▲ �新
あら

井
い

白
はく

石
せき

の銅
どう

像
ぞう

（久
く

留
る

里
り

城
じょう

址
し

資
し

料
りょう

館
かん

前）

▲ �歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

「不
ふ

二
じ

三
さん

十
じゅう

六
ろっ

景
けい

　上
かずさ

総木
き

更
さら

津
づ

海
かい

上
じょう

」
　（木更津市郷土博物館金のすず提

てい

供
きょう

）

▲ �上
か ず さ

総小学校では総合の時間
に甲

かっ

冑
ちゅう

作りを体
たい

験
けん

。10月
下
げ

旬
じゅん

久
く

留
る

里
り

城まつりの武
む

者
しゃ

行
ぎょう

列
れつ

で久
く

留
る

里
り

城
じょう

下
か

町
まち

をねり
歩く。（写真は2024年）

▲ �出
しゅつ

陣
じん

式
しき

での上
かずさ

総小
しょう

甲
かっ

冑
ちゅう

隊
たい

による堂
どう

々
どう

とした剣
けん

舞
ぶ

海と芸
げ い

術
じゅつ

  波の伊
い

八
は ち

→葛
か つ

飾
し か

北
ほ く

斎
さ い

→西洋の画家 図工美術

▲ �波の伊
い

八
はち

「波に宝
ほう

珠
じゅ

」（行
ぎょう

元
がん

寺
じ

）〔いすみ市〕（上）
と葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

「神
か

奈
な

川
がわ

沖
おき

浪
なみ

裏
うら

」（下）

▲ �波の伊
い

八
はち

「波に兎
うさぎ

」（宝
ほう

性
しょう

寺
じ

）〔君津市　清和地区〕

Ｐ36「炭
すみ

焼
や

き半
はん

兵
べ

衛
え

」
Ｐ54「君津の河

か

岸
し

と街
かい

道
どう

」

リンク

久
く

留
る

里
り

の楊
よう

枝
じ

作りは武士の
内
ない

職
しょく

から始まったという説
せつ

が
あります。今から100年ほど
前からは、色々な模

も

様
よう

の「か
ざり楊

よう

枝
じ

」が作られています。

伴
ばん

幽
ゆう

庵
あん

は、白
はく

石
せき

の久
く

留
る

里
り

時代
からの友人で、将

しょう

軍
ぐん

のもとで活
動している白

はく

石
せき

に、自
じ

然
ねん

薯
じょ

（山
やま

芋
いも

）を送りました。
白
はく

石
せき

が伴
ばん

幽
ゆう

庵
あん

にあてて書いた
お礼

れい

の書
しょ

簡
かん

が残
のこ

されています。

江戸時代に君津で発明
された農

のう

業
ぎょう

の道具で、日本
の広い範

はん

囲
い

で売られたベ
ストセラー商品でした。

武士が内
な い

職
しょく

して作った?! 
久

く

留
る

里
り

の楊
よ う

枝
じ

作り
新
あ ら

井
い

白
は く

石
せ き

と久
く

留
る

里
り

の町医者、
伴
ば ん

幽
ゆ う

庵
あ ん

の交流久
く

留
る

里
り

鎌
が ま

と上
か ず さ

総唐
と う

箕
み

P38「雨
う

城
じょう

楊
よう

枝
じ

」
リンク

P65「久
く

留
る

里
り

鎌
がま

と上
かず さ

総唐
とう

箕
み

」
リンク

チバテレ公式 

『ちば見
けん

聞
ぶん

録
ろく

』
「千葉の城下町～

久留里～」

君津市ムービー
バンク 

久
く

留
る

里
り

城
じょう

※君津市指定文
ぶん

化
か

財
ざい

『新
あら

井
い

白
はく

石
せき

書
しょ

簡
かん

』
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水を低いところから高いところに送る揚
よう

水
すい

施
し

設
せつ

がなかったころ
は、農業はめぐみの雨にたよるしかありませんでした。雨が降

ふ
ら

ない年は、米が収
しゅう

穫
かく

できず、人々は苦しみました。
明
めい

治
じ

28（1895）年、久
く

保
ぼ

・坂
さか

田
だ

・杢
もく

師
し

の３地区は、久
く

保
ぼ

揚
よう

水
すい

車
しゃ

を設
せっ

置
ち

し（現在の富
とみ

久
ひさ

橋
ばし

付近）、田んぼに小糸川の水を送ること
に成

せい
功
こう

しました。おかげで、田んぼの面
めん

積
せき

も大
おお

幅
はば

に増やすことが
できました。小糸川下流には、他にも多くの揚

よう
水
すい

車
しゃ

があり、川の
流れる力（水力）を上手に利用していたのです。

一方、留
とめ

場
ば

という設
せつ

備
び

が川
かわ

舟
ぶね

の運
うん

行
こう

のじゃまになるため、争
あらそ

い
もありましたが、話し合ってルールを決めていました。久

く
保
ぼ

揚
よう

水
すい

車
しゃ

は、昭
しょう

和
わ

38（1963）年に電
でん

力
りょく

揚
よう

水
すい

機
き

に切りかわるまで、久
く

保
ぼ

普
ふ

通
つう

水
すい

利
り

組
くみ

合
あい

が管
かん

理
り

していました。

明治・大正・昭和前期

●東
と う

京
きょう

湾
わ ん

海
か い

堡
ほ う

（富
ふ っ

津
つ

市
し

）
明治から大正にかけて、首都の
東京を守るために東京湾の富

ふっ

津
つ

岬
みさき

と横
よこ

須
す

賀
か

市の海がせまくな
っている部分に第一、第二、第三の３つの海

かい

堡
ほう

が建
けん

設
せつ

されま
した。海

かい

堡
ほう

とは、砲
ほう

台
だい

を設
せっ

置
ち

するために造
つく

られた人
じん

工
こう

島
とう

です。
このうち、第三海

かい

堡
ほう

は、当時の世界最
さい

先
せん

端
たん

の建
けん

設
せつ

技
ぎ

術
じゅつ

で
造
つく

られていたため、その後の日本の海洋・港
こう

湾
わん

建
けん

設
せつ

技
ぎ

術
じゅつ

の
基
き

礎
そ

となりました。アメリカ陸
りく

軍
ぐん

が参
さん

考
こう

にするために資
し

料
りょう

提
てい

供
きょう

を求
もと

めたほどでした。第三海
かい

堡
ほう

は、完成から2年後に
発生した関

かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

の影
えい

響
きょう

で海にしずみ、船の安
あん

全
ぜん

航
こう

行
こう

の
障
しょう

害
がい

となっていたことから、平成19（2007）年度までに
撤
てっ

去
きょ

されました。第二海
かい

堡
ほう

へは、上陸ツアーが実
じっ

施
し

されて
います。

●何
な ん

度
ど

断
ことわ

られてもあきらめない近
お う み

江屋
や

甚
じ ん

兵
べ

衛
え

（1766-1844）
上のＡは木や竹をたばねて海にさしてノリを成長させる

「ノリひび」、Ｂはノリを手で収
しゅう

穫
かく

するときに使う「ノリげた」、
Ｃはノリを細

こま

かくする「飛
ひ

行
こう

機
き

包
ぼう

丁
ちょう

」です。
江戸時代、君津でノリの養

よう

殖
しょく

が始まるまで東京湾では、
多
た

摩
ま

川
がわ

河
か

口
こう

付近の品川や大森で養
よう

殖
しょく

が行われていました。
江戸でノリ問

どん

屋
や

を営
いとな

んでいた近
お う み

江屋
や

甚
じん

兵
べ

衛
え

は、ノリ養
よう

殖
しょく

に
ふさわしい場所を見つけて、いつか自分でノリを作ってみた
いという夢を持つようになりました。
そのため、甚

じん

兵
べ

衛
え

は①江
え

戸
ど

川
がわ

河
か

口
こう

（現：市川市）、②養
よう

老
ろう

川
がわ

河
か

口
こう

（現：市原市）、③小
お

櫃
びつ

川
がわ

河
か

口
こう

（現：木更津市）の村々
で、村人たちにノリ養

よう

殖
しょく

を一
いっ

緒
しょ

にしないかと誘
さそ

いました。し
かし、それまで魚や貝の漁

りょう

をしていた村人たちは「もともと
とれていた魚がとれなくなってしまうのでは」と不安に思い、
断
ことわ

られてしまいました。
がっかりして江戸にもどった甚

じん

兵
べ

衛
え

ですが、あきらめき
れず、今度は④小

こ

糸
いと

川
がわ

河
か

口
こう

（現：君津市）にある人
ひと

見
み

村
むら

に
やってきました。これまでに３か所で断

ことわ

られていた甚
じん

兵
べ

衛
え

で
したが、人

ひと

見
み

村の名
な

主
ぬし

八
はち

郎
ろう

衛
え

門
もん

と村
むら

人
びと

数人は文政4（1821）
年にノリ養

よう

殖
しょく

に協
きょう

力
りょく

する決
けつ

断
だん

をしました。最初はうまくいか
ず失

しっ

敗
ぱい

しましたが、翌
よく

年
とし

（文政5（1822）年）の冬、木ひ
びに黒

くろ

々
ぐろ

としたノリがつきました。千葉県で初めてノリ養
よう

殖
しょく

に成
せい

功
こう

したのが現
げん

在
ざい

の君津市だったのです。
ここで始まったノリ養

よう

殖
しょく

は次
し

第
だい

に周
しゅう

辺
へん

の村々へ広がっていきました。君津市周
しゅう

辺
へん

で生
せい

産
さん

されたノリは「上
か ず さ

総ノ
リ」として大

たい

変
へん

人気となっていきました。

●関東大
だ い

震
し ん

災
さ い

　大正12（1923）年９月１日
人
ひと

見
み

地区では土
ど

砂
しゃ

くずれが起
お

きて小糸川の水をせき止め
たという記

き

録
ろく

が残
のこ

されています。

P91「富
ふっ

津
つ

干
ひ

潟
がた

の藻
も

場
ば

」
リンク

▲ �第二海
かい

堡
ほう

上空写真

▲ �３つの海
かい

堡
ほう

の位
い

置
ち

（国土交通省関東地方整備局東京湾口
航路事務所提

てい

供
きょう

）

▲ �大
たい

正
しょう

時代のノリはがしとごみとり（人見地区）

▲ �近
おうみ

江屋
や

甚
じん

兵
べ

衛
え

の石
せき

像
ぞう

（青
しょう

蓮
れん

寺
じ

【人
ひと

見
み

地区】） ▲ �甚
じん

兵
べ

衛
え

が交
こう

渉
しょう

した河
か

口
こう

▲ �昭和34（1959）年の久
く

保
ぼ

揚
よう

水
すい

車
しゃ

　（久保自治会蔵）

君津の海の大きな決
け つ

断
だ ん

その１ ～ノリ養
よ う

殖
しょく

を始める～（江戸・明治・大正・昭和～）

右の写真ABCは、
かつての君津のノリ養

よう

殖
しょく

に関
かん

係
けい

する道具です。
どのように使うか想

そう

像
ぞう

してみましょう。

豆
まめ

知
ち

識
しき

東京は昔
むかし

、江戸城（現在の皇
こう

居
きょ

）あ
たりに海

かい

岸
がん

線
せん

があり、日
ひ

比
び

谷
や

は海水が
入りこむ入

い

り江
え

（浅
あさ

瀬
せ

）でした。ノリ
の栽

さい

培
ばい

で竹ひびや木ひびがたくさん建
た

てられていたことに由
ゆ

来
らい

する地名だと
考えられています。江

え

戸
ど

時代に、神田
山をくずして、埋

う

め立てられました。

日
ひ

比
び

谷
や

の地名の秘
ひ

密
み つ

国土交通省関東地方整備局東京港湾事務所HPより

AA 🅑🅑 🅒🅒

首
しゅ

都
と

防
ぼう

衛
えい

のため、君津は地理的に重
じゅう

要
よう

な位
い

置
ち

にありました。昭
しょう

和
わ

16（1941）年10月に、国内最大
規
き

模
ぼ

の軍
ぐん

用
よう

機
き

修
しゅう

理
り

工場である第二海
かい

軍
ぐん

航
こう

空
くう

廠
しょう

が木更津市岩
いわ

根
ね

に作られました。同年12月、太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

が開
かい

戦
せん

すると、工場拡
かく

大
だい

のために分工場が必
ひつ

要
よう

となります。岩
いわ

根
ね

に近いこと、鉄道に近いこと、広い
土地があることから、周

す

西
さい

駅
えき

（現
げん

・君津駅）周
しゅう

辺
へん

の八
や

重
え

原
はら

村・周
す

西
さい

村に分工場用地が決められました。
現君津中学校の場所は、海

かい

軍
ぐん

航
こう

空
くう

廠
しょう

事
じ

務
む

所
しょ

の跡
あと

地
ち

です。その後、戦
せん

況
きょう

が悪
あっ

化
か

したことにより、小
こ

山
やま

野
の

（周
す

南
なみ

地区）にはトンネルがはりめぐらされ、多くの女学生が動
どう

員
いん

された地下工場もできました。工場
建
けん

設
せつ

に携
たずさ

わる人々で人口が急
きゅう

増
ぞう

し、複
ふく

雑
ざつ

になった役
やく

場
ば

の事
じ

務
む

を効
こう

率
りつ

化
か

することが求
もと

められました。そ
こで、昭

しょう

和
わ

18（1943）年4月1日に八
や

重
え

原
はら

村・周
す

西
さい

村が合
がっ

併
ぺい

し、（第一次）君津町ができました。

君津の戦
せ ん

争
そ う

の記
き

憶
お く

～八
や

重
え

原
は ら

工場と小
こ

山
や ま

野
の

地下工場～
富
ふっ

津
つ

市YouTube 
富
ふっ

津
つ

の海
の

苔
り

養
よう

殖
しょく

昭和34年
すべての作業は
手仕事だった

国土交通省
関東地方整備局 

第二海
かい

堡
ほう

プロモーション映
えい

像
ぞう

P29「森林の役
やく

割
わり

」
リンク

P31「三
み

舟
ふね

山
やま

マテバシイ」
P80「ノリ養

よう

殖
しょく

」

リンク

※『戦
せん

時
じ

体
たい

験
けん

からみた君津』（八重原公民館）参考
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第２２章

豊かな山

君津の工業化（昭和時代後期～）
君津市の海

かい
岸
がん

地
ち

域
いき

はおよそ4kmにわたって遠
とお

浅
あさ

な浜
はま

辺
べ

が続
つづ

き、
春から秋にかけては貝や魚がたくさんとれ、秋には冬のノリ収

しゅう

穫
かく

に向
む

けて一面にノリひびが建
た

てられていました。
江戸時代の近

お う み
江屋

や
甚
じん

兵
べ

衛
え

の決
けつ

断
だん

から始まった千葉県のノリ養
よう

殖
しょく

は、やがて一大産
さん

業
ぎょう

となり、1940年ころには生
せい

産
さん

額
がく

全国１位
になるほどまでに成長しました。

しかし、高
こう

度
ど

経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

期
き

の昭
しょう

和
わ

30（1960）年代に鉄の需
じゅ

要
よう

が高まったこともあり、君津の海は東
とう

京
きょう

湾
わん

を埋
う

め立てて工場を
建
た

てる場所に選
えら

ばれました。海で仕事をしていた人たちは、自
分たちの生活が変わってしまうため大

たい
変
へん

な決
けつ

断
だん

でしたが、未来
の君津の発

はっ
展
てん

のために漁
ぎょ

業
ぎょう

権
けん

を譲
ゆず

り渡
わた

すことに同
どう

意
い

しました。
こうして、千葉県の東

とう
京
きょう

湾
わん

側
がわ

に広まったノリ養
よう

殖
しょく

は、発
はっ

祥
しょう

の地
である君津市からなくなってしまいました。

昭
しょう

和
わ

40年代、奈
な

良
ら

輪
わ

地先（現
げん

：袖ケ浦市）で、特に成長が優
すぐ

れた養
よう

殖
しょく

品
ひん

種
しゅ

「ナラワスサビノリ」が発見され、全国に広まり
ました。江戸時代の東

とう
京
きょう

湾
わん

では「アサク
サノリ」が主

しゅ
流
りゅう

だったと考えられていま
すが、現在、日本で養

よう
殖
しょく

されているノリ
の品

ひん
種
しゅ

のほとんどは「ナラワスサビノリ」
です。となりの木更津市や富津市などで
は、令和になった今も全国的に品

ひん
質
しつ

の高
いノリを生

せい
産
さん

し続
つづ

けています。

君津の海の大きな決
け つ

断
だ ん

その２ ～漁
ぎ ょ

業
ぎょう

権
け ん

譲
じょう

渡
と

～

漁業のまちから工業のまちへ

P56「工
こう

業
ぎょう

用水をためるダム」
P78「東

とう

京
きょう

湾
わん

の干
ひ

潟
がた

の減
げん

少
しょう

」

リンク

すさい・まちの変化
『100の記

き

憶
お く

』

製
せい

鉄
てつ

所
じょ

が進出した旧周
す

西
さい

村に
ある周

す

西
さい

公民館が当時を知る約
やく

100人にインタビューした記
き

録
ろく

。

▲ �1960年千葉県海
かい

岸
がん

調
ちょう

査
さ

 小糸川河
か

口
こう

付近

▲ �日
にっ

本
ぽん

製
せい

鉄
てつ

提
てい

供
きょう

（2010年撮
さつ

影
えい

）

海
の

苔
り

増
ぞう

殖
しょく

振
しん

興
こう

会
かい

海
の

苔
り

の豆
まめ

図
ず

鑑
かん

●八
や

幡
は た

製
せ い

鐵
て つ

（その後：新
し ん

日
に っ ぽ ん

本製
せ い

鐵
て つ

、現
げ ん

：日
に っ ぽ ん

本製
せ い

鉄
て つ

）の進出
漁
ぎょ

業
ぎょう

権
けん

譲
じょう

渡
と

後、君津の海は埋
う

め立てられ、1965年開
かい

業
ぎょう

の八
や

幡
はた

製
せい

鐵
てつ

君津製鉄所（現：日
にっ

本
ぽん

製
せい

鉄
てつ

東
ひがし

日
に

本
ほん

製
せい

鉄
てつ

所
じょ

君津地区）をはじめとして多
くの工場が建

た

ちならびました。また、工場に勤
つと

めるために多くの人々
が家族と一

いっ

緒
しょ

に君津へ移
うつ

り住み、団
だん

地
ち

が建
た

てられ、それに伴
ともな

って新し
い小学校（大

おお

和
わ

田
だ

小
しょう

学
がっ

校
こう

〔1968年）、周
す

西
さい

中学校〔1968年〕、坂
さか

田
た

小学校〔1971年〕、南
みなみ

子
こ

安
やす

小学校〔1975年〕）が次々に開校しました。
特に、八

や

幡
はた

製
せい

鐵
てつ

所
じょ

があった北九州市から君津市に２万人以上が移
い

住
じゅう

し
た状

じょう

況
きょう

は、「民
みん

族
ぞく

大
だい

移
い

動
どう

」とも呼
よ

ばれるほどでした。当時の学校の教室
では九州の言葉がとびかったり、とんこつラーメンなどの食文化も伝
わったりしました。
急速に人口が増

ふ

え、地
ち

域
いき

開発が進んだ君津町は、昭和45（1970）
年に小

こ

糸
いと

町・清
せい

和
わ

村・上
か ず さ

総町・小
お

櫃
びつ

村と合
がっ

併
ぺい

して君津町となり、昭
しょう

和
わ

46（1971）年に君津市が誕
たん

生
じょう

しました。
印刷版副読本の本ページには、詩「木」田

た
村
むら

 隆
りゅう

一
いち

/作を掲
けい

載
さい

しています。
著
ちょ

作
さく

権
けん

の都合上、デジタル版副読本では掲
けい

載
さい

を見合わせています。
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、
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人
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歴
史
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